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（
質
問
の 

一
）

答

弁

第

一

号 

    

衆
議
院
議
員
井
堀
繁
雄
君
提
出
豊
州
炭
鉱
災
害
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
七
第
一
号 

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
十
六
日 

衆

議

院

議

長 

淸 
瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
井
堀
繁
雄
君
提
出
豊
州
炭
鉱
災
害
事
故
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

豊
州
炭
鉱
出
水
災
害
に
対
す
る
り
災
者
の
救
出
作
業
お
よ
び
死
体
収
容
作
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
直
後
福 

岡
鉱
山
保
安
監
督
部
か
ら
部
長
ほ
か
係
官
が
現
地
に
赴
き
応
急
措
置
に
当
つ
た
が
、
災
害
発
生
の
翌
日
鉱
山
保
安 

局
長
ほ
か
係
官
一
名
を
現
地
に
派
遣
し
、
河
底
陥
没
孔
周
辺
の
古
洞
調
査
お
よ
び
そ
の
再
陥
没
防
止
対
策
な
ら
び 

に
坑
内
出
水
箇
所
の
防
水
ダ
ム
構
築
、
人
車
坑
道
に
対
す
る
貫
通
掘
進
等
を
含
む
救
出
作
業
計
画
の
立
案
指
導
の 

任
に
当
ら
せ
た
。 

鉱
業
権
者
は
、
当
該
計
画
に
基
い
て
作
業
を
続
行
し
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
作
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
常
時
報
告
を
求
め
る
ほ
か
、
福
岡
鉱
山
保
安
監
督
部
が
随
時
現 

場
調
査
を
行
な
つ
て
作
業
の
監
督
を
行
な
つ
て
い
る
。 

現
在
の
取
明
け
状
況
は
、
本
卸
、
旧
卸
、
人
車
卸
の
三
坑
道
を
各
箇
所
四
交
替
で
取
明
け
中
で
あ
り
、
十
二
月 

十
二
日
現
在
で
坑
口
よ
り
約
四
九
〇
米
の
位
置
ま
で
進
ん
で
い
る
。 



な
お
現
在
会
社
側
に
お
い
て
は
見
舞
金
と
し
て
一
律
に
二
万
円
、
そ
の
後
月
約
一
万
円
の
生
活
補
給
金
を
支
給 

し
、
と
り
あ
え
ず
の
措
置
を
と
つ
て
い
る
。 

な
お
、
豊
州
炭
鉱
の
被
災
者
の
遺
族
に
対
す
る
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
費
お
よ
び
葬
祭
料
は
一
人
平
均
六
三
万 

円
、
総
額
約
四
、
〇
〇
〇
万
円
の
見
込
み
で
あ
り
、
こ
れ
が
支
給
に
つ
い
て
は
必
要
な
準
備
を
整
え
て
お
り
万
全
を

期
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




